
黒野城主加藤貞泰公没後４００年記念



黒野城跡南側復元土塁

岐
阜
市
長

柴
橋

正
直

２

「
ど
う
す
る
！

貞
泰
」

発
刊
に
よ
せ
て

貞
泰
公
が
黒
野
城
に
在
城
さ
れ
た
の
は
16
年
間
で

し
た
が
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
東
軍
側
と
し
て
奮
戦
す
る

若
き
武
将
と
し
て
、
一
方
で
、
黒
野
城
下
町
の
発
展
に

努
め
、
治
水
対
策
に
尽
力
し
た
善
き
為
政
者
と
し
て
、

４
０
０
年
に
わ
た
っ
て
地
域
で
語
り
継
が
れ
、
慕
わ
れ
て

き
た
こ
と
が
こ
の
冊
子
か
ら
も
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

岐
阜
市
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
歴
史

文
化
を
未
来
へ
継
承
し
て
い
け
る
よ
う
、
皆
さ
ま
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
研
究
会
の
益
々
の
ご
発
展

を

祈
念
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

こ
の
た
び
は
、
黒
野
城
主
加
藤
貞
泰
公
の
没
後
４
０

０
年
記
念
と
し
て
小
冊
子
「
ど
う
す
る
！
貞
泰
」を

刊
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
黒
野
城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会
の
皆
さ

ま
の
ふ
る
さ
と
への
誇
り
と
貞
泰
公
の
顕
彰
に
込
め
る

思
い
に
対
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。



加
藤
貞
泰
公
と
岐
阜
市

美
濃
国
方
県
郡
今
泉
村
橋
詰
生
ま
れ
の

戦
国
武
将
加
藤
左
衛
門
尉
貞
泰
公
が
、
元

和
九
年
（
１
６
２
３
）五
月
二
十
二
日
に
死

去
（
行
年
四
十
四
才
）し
て
、
今
年
四
〇
〇

年
に
な
り
ま
す
。

貞
泰
公
は
、
十
四
才
か
ら
三
十
才
ま
で
、

生
涯
で
最
も
長
い
十
六
年
間
を
、
四
万
石

の
大
名
で
黒
野
城
に
在
城
し
ま
し
た
。

在
城
期
間
中
は
、
波
瀾
に
満
ち
た
戦
国
武

将
の
ひ
と
り
で
し
た
が
、
善
政
を
行
い
、
領

民
に
慕
わ
れ
た
領
主
で
も
あ
り
ま
し
た
。

研
究
会
で
は
、
発
足
十
三
年
を
迎
え
、

こ
の
間
に
調
査
研
究
し
た
資
料
を
基
に
、

ま
た
令
和
五
年
一
月
、
二
月
に
岐
阜
新
聞

コ
ラ
ム
欄
「
素
描
」に
投
稿
し
た
記
事
と
共

に
、
貞
泰
公
没
後
四
百
年
記
念
行
事
の
一

つ
と
し
て
貞
泰
公
を
一
人
で
も
多
く
の
方

々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
小
冊
子
に
編
集

し
ま
し
た
。

ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

令
和
五
年
（
２
０
２
３
）五
月

黒
野
城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会

会
長

河
口

耕
三

３
「素描」は、岐阜新聞に令和５年１月～２月の火曜日、県内版に９回連載されました

黒
野
城
主
の
加
藤
貞
泰
公
は
、
豊
臣
秀
吉
か

ら
徳
川
家
康
へと
天
下
人
が
交
替
し
た
激
動
の

時
代
を
生
き
た
武
将
で
す
。
織
田
信
長
や
斎
藤

道
三
に
比
べ
る
と
知
名
度
は
さ
ほ
ど
高
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
「
黒
野
城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会
」

の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
近
年
再
評
価
が
進

ん
で
い
ま
す
。

貞
泰
公
生
誕
の
地
「
橋
詰
」と
は
ど
ん
な
場

所
だ
っ
た
の
か
。
貞
泰
公
の
先
祖
も
名
を
連
ね
る

「
四
天
王
」と
は
何
か
。
黒
野
築
城
に
秘
め
ら

れ
た
秀
吉
の
意
図
は
。
黒
野
城
の
発
掘
で
わ
か

っ
た
こ
と
。
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で
も
重
要
な
場

面
と
な
る
「
関
ヶ
原
の
戦
い
」に
お
い
て
貞
泰
公

が
果
た
し
た
役
割
は
何
か
。

な
ど
な
ど
、
加
藤
貞
泰
公
と
岐
阜
市
の
関
係

は
謎
と
魅
力
に
満
ち
て
い
ま
す
。

岐
阜
市
ぎ
ふ
魅
力
づ
く
り
推
進
部

文
化
財
保
護
課
主
幹

内
堀

信
雄

黒
野
城
主

加
藤
貞
泰
公
を
偲
ん
で



よ
み
が
え
れ
黒
野
城

調査・研究初期の資料

黒野城はどんなお城？
調査研究の初期に入手、
作成した資料を紹介します

昭和23年（1948）米軍撮影
航空写真 本丸内は終戦
後疎開者が畑を耕作

明治43年(1910) 2万分
の1地図（城跡は樹木）

宝永7年（1710） 廃城100年後
「黒野古城本丸之図」
岐阜県図書館所蔵

「黒野村絵図」
古城図部分
江戸時代

文化～天保年間
黒野会館所蔵

天保15年（1844）「加納領絵図」
黒野部分 岐阜市歴史博物館所蔵

４岐阜新聞 令和5年１月3日 県内版

「黒野古城之図」 江戸時代
大洲市立博物館保管 北藤録所収



昭和30年（1955）頃の黒野城跡
西側土塁と堀

平成25年（2013）
解体前のトイレ

昭和48年(1973)
黒野城跡西側入口

昭和30年(1955) 黒野城本丸跡

黒野城下町
ジオラマ
会員製作

明治28年（1895）写 「黒野城下家中屋敷図」
「岐阜市黒野史誌」より

明治初期の5ヵ村絵図
（郷和彦氏所蔵）を合成

（黒野村・下鵜飼村・折立村・古市場村
・今川村）中央左の整然とした地割り
の所は城下町遺構が残る黒野村

５

「岐阜市黒野史誌」
昭和62年(1987)発行

黒野の郷土史 全1386頁

本丸推定復元図作成 昭和14年（1939）
「黒野村土地宝典」より部分



岐
阜
出
身
武
将
加
藤
貞
泰

墓
碑
・
高
野
山
で
発
見

加藤貞泰画像
大洲市 龍護山曹渓院所蔵

定
説
の
家
史
よ
り
も
古
い
貞
泰
の

墓
石

貞
泰
嫡
男
幼
名
五
郎
八(

泰
興
）建
立

戦
国
時
代
、岐
阜
市
生
ま
れ
の
武
将
で
大
名
は
、加
藤
左
衛
門
尉
貞

泰
た
だ
ひ
と
り
。
14
才
で
黒
野
城
主

・31
才
で
米
子
城
主

・
37
才
で
大

洲
城
主
と
乱
世
を
生
き
抜
き
、大
洲
で
は

明
治
維
新
ま
で
13
代
続
い

た
加
藤
氏
の
初
代
藩
主
に
な
り
ま
し
た
。

加藤氏家紋 蛇の目紋

高野山 加藤家墓所
五輪塔（部分）

６

近
江
国
生
ま
れ
の
定
説
を
覆
す



岐阜新聞 令和5年１月10日 県内版

父 加藤光泰画像
東京大学史料編纂所所蔵

貞
泰
の
父
光
泰
が
３
年
間
、甲
斐
国
（
24
万
石
）の
国

主
で
あ
っ
た
と
き
、
朝
鮮
で
病
死
。
５
ヵ
月
後
の
文
禄
３

年(

１
５
９
４
）正
月
17
日
付
け
、太
閤
秀
吉
命
で
黒
野
へ

所
替
え
。

厚
見
郡
内
２
万
５
千
２
９
２
石
、方
県
郡
内
１
万
４
千

７
０
０
石
、合
わ
せ
て
４
万
石
を
領
知
す
る
よ
う
命
じ

ら
れ
た
。

亡
き
父
の
６
分
の
１
へ
の
減
封
で
、甲
斐
で
の
家
臣
も

６
分
の
5
を
リ
ス
ト
ラ
し
て
の
所
替
え
で
あ
り
ま
し
た
。

当
時
は
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
出
兵(

文
禄
の
役)

で
、国

内
が
疲
弊
し
て
い
る
時
で
、立
派
な
城
を
築
く
状
況
で

は
な
く
、
厳
し
い
所
替
え
で
あ
り
ま
し
た
。

甲
斐
か
ら
家
臣
団
や
家
族
な
ど
が
多
数
や
っ
て
き

ま
し
た
が
、
多
く
が
父
光
泰
の
代
に
採
用
し
た
美
濃
出

身
者
で
し
た
。

父
光
泰
は
、齋
藤
龍
興
に
仕
え
て
い
ま
し
た
が
、
齋
藤
氏
没
落
後
、
尾
張
の
織

田
信
長
は
美
濃
衆
と
の
戦
い
で
、光
泰
の
活
躍
を
注
目
し
て
い
ま
し
た
。
秀
吉
の

仲
介
で
拝
謁
が
許
さ
れ
、召
し
抱
え
ら
れ
て
秀
吉
の
家
臣
に
な
り
ま
し
た
。
浅
井

長
政
の
横
山
砦
の
攻
防
で
足
に
重
傷
を
負
い
、竹
中
半
兵
衛
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

以
後
、数
々
の
戦
で
功
績
を
挙
げ
、各
地
の
城
持
ち
に
な
り
、最
後
は
甲
斐
国

主
24
万
石
ま
で
出
世
し
ま
し
た
。
太
閤
秀
吉
の
五
大
老･

五
奉
行
に
次
ぐ
家
臣
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
武
将
で
し
た
。

７



岐阜新聞 令和5年１月17日 県内版

貞
泰
が
築
い
た
城
下
町

「字いわれの事」
抜粋 （江戸時代）

築城に適した黒野の地形

参考：書籍 「イラスト図解 城」
監修 小和田哲男氏より作成

御望山（鵜飼山）

水田
伊自良川

８

・鵜飼七郷、九郷なりし事。太古今川町有り。
是に市有。その時、上立にも町。今川の市
上立へ移り、事の他繁昌。 その町、市神榎木
にいわいこみ、よってその町神町という。 そ
れより今川元市場を古市場と名付け、二
郷にわかれ候。
・立村、上下有り。上立町、神町通り、ほろ
町通、円万寺通と有り。

その後慶長7年春、加藤左衛門尉様御城を
築き御越しなられ候節、上立を黒野と名付け、
下立を折立と名付け、その時町所を替え、町
通 り 家 中 屋 敷 と 成 り 、 さ て 、 新 町 下
に出来、その後所替えなられ候。

黒野 玉木和廣氏所蔵



黒野年老中宛て貞泰書状
「楽市政令」慶長15年正月

崇福寺所蔵

貞泰は城下町を繁昌、繁栄のため、
城下南西（現西町・南町）の15の町屋
敷に楽市の免許を出し、5ヶ年間、労
役や税を免除し、自由に商売ができ
るように楽市としましたが、僅か半年
の実施で米子ヘ所替えになってしま
いました。

「黒野城下 家中屋敷図」 明治28年写し
黒野 玉木和廣氏所蔵

９



ど
う
す
る
貞
泰

！

関
ヶ
原

慶
長
5
年
（１
６
０
０
）
加
藤
貞
泰
（
20
才
）は
、岐
阜
城
主
織
田
秀
信
の
指

揮
下
に
あ
っ
た
た
め
、
上
杉
討
伐
に
参
加
で
き
ず
、代
わ
り
に
弟
加
藤
平
内
（

16
才
）を
人
質
と
し
て
江
戸
ヘ
差
し
出
し
、
徳
川
家
康
に
忠
誠
を
誓
い
ま
し
た
。

石
田
三
成
の
指
示
で
西
軍
の
前
線
尾
張
国
犬
山
城
へ
入
城
す
る
も
、貞
泰

は
当
初
か
ら
義
兄
の
竹
中
重
門
と
家
康
に
味
方
す
る
と
決
め
て
お
り
、
加
勢

衆
を
家
康
に
味
方
す
る
よ
う
説
得
し
ま
し
た

「慶長5年濃州関ヶ原図」部分
（国立公文書館所蔵「武家事紀」所収）

貞泰は犬山城を出て、家康の指示で大垣城への夜討ち
を命じられ本田に布陣。領内木田尻毛の渡しに鵜舟を並
べ舟橋を架ける。12日､家康が岐阜に到着。赤坂の陣所で
家康に謁見。参戦を命じられました。

関ケ原町歴史民俗学習館所蔵

竹
中
重
門
（半
兵
衛
嫡
男
）

加
藤
貞
泰
（光
泰
嫡
男
）

黒
田
長
政
（官
兵
衛
嫡
男
）

徳川家康画像
岐阜市西荘 立政寺所蔵

10



岐阜新聞 令和5年１月24日 県内版

国宝犬山城

現在、日本最古の国宝犬山城
が現存するのは、貞泰ら加勢衆
が戦を避けた行動のお陰だと
言っても過言ではありません。

犬山城主石川貞清は、城を開
城後、関ヶ原本戦では西軍宇喜
多隊に加わり戦いました。

右下の関ヶ原合戦図は、
江戸時代の儒学者、軍学者
の山鹿素行が編纂した「武
家事紀」に収載されている
布陣図で、多くの合戦図の
中でも古い図と言われてい
ます。

加藤家の家史「北藤録」
にも同じ配置の「濃州関ヶ原
合戦之図」があります。

加藤家の史料によると、
本戦では二番隊で島津隊と
戦った様子が記されていま
す。

東軍勝利後は、家康にお
供し、三成の佐和山城へ向
かい、その後、稲葉貞通と共
に長束政家の水口城攻めを
行い、政家は城を明け渡し
ました。

貞泰らは大坂までお供し、
お暇を下されて黒野へ帰り
ました。

貞泰宛て家康書状は、7
月20日～9月5日の間に
5通あります。この間に岐
阜城が落城しています。
またその間に家康家

臣の加藤太郎左衛門、
酒井忠世、永井直勝、井
伊直政や本多忠勝など
から家康の指示を伝える
書状8通が確認できます。

本戦と
その後の貞泰

家康書状

関ヶ原合戦に参加した大
名の中でほぼ最年少です。
有能な一族重臣の支えも
あったことでしょう。

加藤貞泰画像
大洲市 龍護山曹渓院所蔵

11



岐阜新聞 令和5年１月31日 県内版

ど
う
す
る
貞
泰

洪
水
対
策

昭和15年（1940）締切前
の長良川・古川・古々川
「わたしたちの岐阜より」 →

（ラインを追加記入）

「近嶋村新堤絵図」明和5年（1768）頃
岐阜県歴史資料館所蔵

加藤貞泰が領民と築いた「尉殿堤」の名

昭和15年（1940）建立
「尉殿堤記念碑」

2015年に解体され近くの則武
新田天満宮に移築された

「
慶
長
6
年
美
濃
一
国
郷
帳
」
岐
阜
県
史

史
料
編
よ
り 12

昭和初期まで
長良川は三川に分流

（じょうどのつつみ）



長良川は、
❶ 最も古い川筋である古川
❷ 天文４年(1535）の大洪水

で出来た井川
❸ 慶長13年（1608）古川の北

岸に「尉殿堤」が築かれる
❹ 慶長16年（1611）の洪水に

より尉殿堤の一 部が消
滅し、古々川が貫通する

❺ 則武輪中堤が築かれる
❻ 昭和14年（1939)長良川締

切工事完了

加藤貞泰が築いた「尉殿堤」
は、慶長15年(1610）米子ヘ所
替えの翌年、大洪水で古々川
が貫通し、昭和14年（1939）迄
の329年間、古川、古々川の締
切完了まで三川が流れてい
ました。
江戸時代末の古文書に、川

北13ヵ村が共同で「尉殿堤」修
復工事を行っていた記録が見
つかりました。

安八町史跡「大明神の尉殿堤」

東海道新幹線の北に数メートルの堤跡が残る

令和元年4月、則武新田天満宮に
移設された「尉殿堤記念碑」

明治24年測量の2万分に1地形図に旧河川を記入

13

旧河川跡が見えます 昭和２２年 国土地理院より

「大明神の尉殿堤」安八町教育委員会設置



岐阜新聞 令和5年2月7日 県内版

貞
泰
母･

妻
の
人
物
像

貞
泰
・
重
臣
に
礼
敬

貞
泰
の
家
老
加
藤
信
濃
守
光
吉
は
、
元
一
柳
右
近
の
嫡
男
に

て
光
泰
室
の
甥
な
り
。
光
泰
始
め
男
子
無
き
に
よ
り
、
婿
養
子

と
す
る
。
よ
っ
て
姓
を
加
藤
と
改
む
。

そ
の
後
貞
泰
出
生
に
よ
り
、
信
濃
守
退
い
て
貞
泰
に
譲
り
、

自
ら
貞
泰
の
家
臣
と
な
る
。
貞
泰
礼
敬
す
る
事
、
賓
客
の
如
し

と
い
え
り
。
（
加
藤
氏
家
史
「
北
藤
録
」
よ
り
）

若
い
貞
泰
は
、
叔
父(

父
光
泰
弟
）
の
加
藤
図
書
光
政
と
義

兄
加
藤
信
濃
の
良
き
親
族
重
臣
に
支
え
ら
れ
育
っ
た
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

加
藤
図
書
は
、
幼
く
し
て
仏
門
に
入
り
浄
土
宗
の
僧
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
光
泰
が
勃
興
す
る
に
及
ん
で
、
光
泰
よ
り
加

藤
宗
家
の
補
佐
を
す
る
よ
う
に
と
の
、
再
三
の
す
す
め
に
辞
退

し
難
く
、
環
俗
し
て
光
泰
の
家
老
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
図
書
の
嫡
男
加
藤
主
馬
之
助
光
尚
（
貞
泰
と

従
兄
弟
）
も
重
臣
の
ひ
と
り
で
豪
傑
で
し
た
。

父
光
泰
の
死
去

黒
野
に
曹
渓
院
建
立

父
光
泰
の
朝
鮮
で
の
死
去
は
貞
泰
に
と
っ
て
最
大
の

悲
し
み
で
あ
り
ま
し
た
。
遺
骨
を
甲
州
山
梨
郡
板
垣
村

浄
土
宗
善
光
寺
本
堂
裏
に
葬
り
、
そ
の
後
、
遺
骨
を
禅

宗
指
月
山
曹
渓
院
に
葬
り
ま
し
た
。
貞
泰
黒
野
ヘ
所
替

え
の
時
、
光
泰
供
養
の
た
め
遺
骨
を
取
り
分
け
善
光
寺

の
弟
子
添
え
来
て
葬
り
ま
し
た
。
妙
心
派
の
九
岳
和
尚

が
指
月
山
曹
渓
院
の
開
祖
で
し
た
。

米
子
ヘ
移
り
、
堂
を
建
立
し
曹
渓
院
と
号
し
、
九
岳

和
尚
開
基
と
し
ま
し
た
。
大
洲
へ
所
替
え
の
時
、
墓
を

加
藤
家
一
族
は
、
祖
父
景
泰
の
代
の
と
き
、
同
郷
の
一
柳
（
ひ
と
つ
や
な
ぎ
）
家
と
、
お

互
い
に
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
加
藤
家
親
族
間
で
も
多
く
が
婚
姻
で
結

ば
れ
て
お
り
、
一
族
の
絆
が
強
い
家
臣
団
で
あ
り
ま
し
た
。
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「大洲のお殿様 加藤家十三代の足跡」より
大洲市立博物館発行

黒野城跡升形虎口で出土「菊丸瓦」
平成28年（2016）発掘調査見学会にて

貞
泰
、
光
泰
供
養

貞
泰
は
、
父
光
泰
と
同
様
に
神
仏
崇
敬
が
厚
く
、

黒
野
在
城
中
、
そ
の
ひ
と
つ
に
鏡
島
の
臨
済
宗
妙
心

寺
派
乙
津
寺
に
は
、
光
泰
位
牌
、
肖
像
画
等
を
寄
進
。

他
に
貞
泰
寄
付
の
大
屛
風
１
隻
（
狩
野
永
徳
画
と

申
し
伝
え
）
、
大
鋤
簾
（
じ
ょ
れ
ん
・
農
具
）
が
あ

っ
た
が
、
昭
和
の
空
襲
で
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

貞
泰
祖
父
の
景
泰
以
前
は
、
加
藤

家
の
家
史
「
北
藤
録
」
と
「
美
濃
国

諸
家
系
譜
」
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

15

移
し
世
々
菩
提
所
と
し
ま
し
た
。

甲
斐
善
光
寺
の
光

泰
公
の
墓
、
米
子
の
清
洞
寺
跡
、
大
洲
龍
護
山
曹
渓
禅

院
は
、
い
ず
れ
も
市
の
史
跡
や
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
黒
野
に
葬
ら
れ
た
地
は
不

明
で
あ
り
ま
す
。



研
究
会
の
地
域
啓
発
活
動

７つの活動紹介

「黒野歴史探訪」黒野まちづくり協議会

16

史跡案内



岐阜新聞 令和5年2月14日 県内版

「ふるさと黒野検定
子ども版」

調査・研究成果物の発刊 賛歌「あゝ黒野城下町」制作

CD発行

DVD発行

黒野小６年生
社会学習

フィールドワーク

17



大
洲
と
交
流

顕
彰
碑
設
置

大
洲
史
談
会
一
行
来
訪

記
念
碑
贈
呈
式
典
・
交
流
会

加
藤
貞
泰
が
大
洲
入
城
か
ら
３
９
５

年
後
の
平
成
24
年
（
2
０
１
２
）
、
大

洲
と
黒
野
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
愛
媛
県
大
洲
市
の
歴
史
研
究

団
体
「
大
洲
史
談
会
」
（
大
正
6
年

（
１
９
１
７
）
に
発
足)
一
行
が
初
代

藩
主
貞
泰
の
黒
野
を
訪
ね
、
貞
泰
公
の

顕
彰
碑
を
建
立
、
研
究
会
と
の
初
め
て

の
交
流
で
す
。

加
藤
貞
泰
は
、
伯
耆
国(

鳥
取
県
）
米
子
城
に
７
年
間
在
城
し
、
元
和
3
年

（
１
６
１
７
）
7
月
、
伊
予
国(

愛
媛
県
）
大
洲
へ

6
万
石
で
転
封
と
な
り
、

8
月
に
大
洲
入
り
し
ま
し
た
。

37
才
で
し
た
。
家
臣
１
３
２
名
と
家
族
・
従

者
が
移
り
ま
し
た
。
大
洲
在
城
中
、
大
坂
城
普
請
手
伝
い
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

元
和
8
年
（
１
６
２
２
）
3
月
、
大
洲
藩
初
代
藩
主
貞
泰
は
、
42
才
の
と
き
、

妻
子
と
江
戸
屋
敷
へ
移
り
ま
し
た
。
元
和
9
年
（
１
６
２
３
）
５
月
26
日
江
戸

屋
敷
に
て
病
死
、
行
年
44
才
で
あ
り
ま
し
た
。

大洲城は､肱川中流域に位置する大
洲盆地の丘陵上に築かれた平山城です。
中世の頃は宇都宮氏の居城。天正13

年(1585)の四国平定後、伊予国領主と
なった小早川隆景。その後、城主は戸田
勝隆、藤堂高虎(7万石）、脇坂安治(5万
3千5百石）の後に貞泰が入城しました。
天守を含め18の櫓がありました。

大洲城とは

平成24年（2012）11月大洲史談会一行来訪

平成28年（2016）11月 大洲龍護山曹渓院一行来訪

黒野城跡の顕彰碑

復元大洲城天守閣（木造4階建て）

大
洲
へ
転
封
の
貞
泰

18



岐阜新聞 令和5年2月21日 県内版

大洲城
本丸跡の顕彰碑

大
洲
市
を
訪
問

「
大
洲
史
談
会
」
来
訪
の
翌
年
、
今
度
は

黒
野
か
ら
の
訪
問
団
が
大
洲
市
へ
。
大
洲

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
お
は
な
は
ん
」
や

映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
・
寅
次
郎
と
殿
さ

ま
」
の
舞
台
に
も
。
市
内
を
流
れ
る
肱
川

（
ひ
じ
か
わ
）
で
は
毎
年
夏
に
は
鵜
飼
が
行

わ
れ
、
岐
阜
市
と
の
交
流
も
あ
る
城
下
町

で
す
。

貞
泰
・大
洲
入
城
４
０
０
年
記
念
・顕
彰
碑
寄
贈

平
成
29
年
（２
０
１
７
）

「
加
藤
家
入
城
４
０
０
年

記
念
」
の
年
に
「
貞
泰
公

顕
彰
碑
」
を
大
洲
に
寄
贈
、

本
丸
跡
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

訪問翌日の10月3日の愛媛新聞

平成25年(2013)10月2日 大洲城訪問
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貞
泰
公
没
後
四
百
年
記
念
行
事

タンポポ

貞
泰
公
の
没
後
四
百
年
を
記
念
し
、
岐
阜
市
３
大
城
跡

の
ひ
と
つ
黒
野
城
と
岐
阜
市
生
ま
れ
の
戦
国
武
将
加
藤
貞

泰
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
目
的
で
記
念
講
演
会
と
パ
ネ

ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

◇

記
念
行
事
の
ご
協
力
に
感
謝

20

「貞泰公没後400年記念」行事チラシ

貞
泰
公
没
後
４
０
０
年
記
念
行
事
の
開
催
に
あ
た
り
、
岐
阜

市
ぎ
ふ
魅
力
づ
く
り
推
進
部
の
共
催
、
公
益
財
団
法
人
岐
阜
市

教
育
文
化
振
興
事
業
団
の
助
成
金
、
及
び
地
域
の
団
体
・
会
社

の
ご
協
力
金
に
て
開
催
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。ま

た
貞
泰
公
の
資
料
提
供
や
掲
載
・
展
示
許
可
に
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
方
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



岐阜新聞 令和5年2月28日 県内版

黒野城跡南側復元土塁に設置の大型看板

21

パネル展の展示物

展示パネル(写真など）で紹介

・加藤貞泰公画像（2点）
・加藤光泰画像
・光泰公、貞泰公位牌
・加藤氏と一柳氏系図
・加藤氏光泰・貞泰の年表
・光泰・貞泰の足跡(日本地図）
・貞泰ゆかりの地･寺院・神社など
・貞泰生誕地を記した墓石
・黒野城跡風景
・第２回、４回市発掘調査
・黒野古城本丸之図
・黒野古城之図
・黒野城下家中屋敷図
・黒野城下家中屋敷推定図
・関ヶ原合戦前哨戦歴史書訂正
・徳川家康書状１８０通ベスト１０に貞泰

・貞泰宛て家康書状(写し）６点
・関ヶ原合戦の足取り
・濃州関ヶ原図
・関ヶ原合戦陣形図
・黒野城に咲くタンポポの物語
・ゆかりの寺院(８個所）
・ゆかりの神社(２個所）
・貞泰書状（写し５点）
・貞泰領検地帳・貞泰領村名地図
・黒野城下家中役人名
・洪水を防ぐ築堤「尉殿堤」（３０点）
・国替え書状（写し）
・米子城
・大坂夏の陣･冬の陣図
・大洲城
・黒野城下町ジオラマ
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・高野山（和歌山県） 加藤家墓所･貞泰五輪塔（嫡男泰興建立・生誕地濃州岐阜橋詰）

岐阜県外

貞泰ゆかりの地・寺院・神社など

黒野城跡 岐阜市史跡。貞泰が築いた一代限りの城、本丸跡は土塁・堀の遺構

超勝寺（折立） 黒野城搦手側の寺院、米子ヘ所替えのとき､本尊と住職が移る

正法寺（小野） 城の祈願所として貞泰叔父の桂泉僧正を迎え、貞泰再興の寺院

黒野別院跡（黒野） 貞泰が正木坊を移し黒野御坊に。明治時代に黒野別院になる

正木坊跡（正木） 貞泰が正木から黒野ヘ移転する前の坊舎。場所は推定地

光順寺（黒野） 黒野御坊の留守居役を務める。黒野別院の山門、鐘楼を移築

専長寺（黒野） 貞泰、木田から黒野城下町ヘの引越を許可､引越免許状藏

明善寺（黒野） 慶長2年、当地に堂創建。黒野小前身の寺小屋。100枚の格天井絵

教徳寺（西改田） 黒野城築城中､貞泰の仮住まい。太鼓堂の長太鼓は黒野別院から移設

乙津寺（鏡島弘法） 貞泰寄進の光泰位牌。昭和の空襲で寄進の屛風、画像など焼失

正道寺（揖斐郡池田町） 光泰・貞泰の位牌、元は黒野の長光寺が流失し六之井へ移る

大龍寺（粟野） ダルマ観音の寺。貞泰、年貢を免除、他の寺領非課税の書状藏

崇福寺（長良） 貞泰の築堤で河原の寺地復活望む。黒野町屋敷楽市制令書状藏

教寿寺（鏡島） 加藤姓、「當山歴代略記」に貞泰息男迎える

月真寺（揖斐郡大野町） 貞泰弟平内采地の旗本六ノ井加藤家の歴代墓地

長光寺跡（黒野） 貞泰再興し黒野城の祈願所、洪水で流出､六之井へ移り正道寺

八幡神社（村山） 黒野城の北方村山村に慶長13年貞泰新造の棟札

塩竈神社（揖斐郡大野町黒野） 貞泰、黒野城居城の守護神にしたと伝わる

尉殿堤記念碑（則武新田天満宮） 貞泰と川北領民で築いた堤の碑〔旧記念碑を移設）

安八の尉殿堤跡（大明神） 慶長6年、貞泰は郷士説田長助に大明神村の堤修復令

関ヶ原古戦場 貞泰は黒田長政・竹中重門と丸山烽火場に布陣、本戦で島津隊と戦う

竹中陣屋跡（岩手城・垂井） 竹中重門築城、重門妻は貞泰の姉

犬山城（犬山市） 西軍加勢衆の貞泰・竹中重門・稲葉貞通・関一政､家康に味方し開城

・米子城（鳥取県） 貞泰、２万石加増の６万石で黒野城から転封、7年間在城

・清洞寺跡（鳥取県米子市） 貞泰が父光泰を供養する為に黒野から移した曹渓院（墓）

・大洲城（愛媛県大洲市） 貞泰、米子から６万石で転封、加藤家初代大洲藩主

・龍護山曹渓院（愛媛県大洲市） 加藤光泰霊廟並びに貞泰など大洲藩主加藤家墓所

・海禅寺（東京浅草） 貞泰および弟加藤平内光直墓所

黒野城曲輪 平城、輪郭式、3重の堀、本丸跡と外堀と土塁遺構の一部が現存

①
②
③
④

⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪

⑫

⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱

⑲
⑳

㉑
㉒

㉓

㉔

・躑躅ヶ崎館（山梨県） 武田氏居館。光泰、修復・石垣築き居城。貞泰も居住の可能性

しおがま

つつじがさき



発 行 「黒野城と加藤貞泰公研究会」

この書籍は（公財）岐阜市教育文化振興事業団
の市民芸術文化･スポーツ基金の助成事業と地域
の団体、企業のご協力により発行しております。

〈非売品〉

◇ 交通のご案内

◇ 駐車場

印刷製本 安藤印刷株式会社

◇ 施設
・黒野城跡公園・トイレ・児童遊具･顔はめﾊﾟﾈﾙ

・周辺は車が通れない狭道もあります。
徒歩､自転車で散策しましょう。

・JR東海道線「岐阜駅」下車路線バス
岐阜バス御望野線(約30分)
「黒野城跡前」下車 徒歩約３分

（自己責任で駐車願います）

P1  黒野城跡入口約3台駐車可
P2 二ノ丸資料館（私設）約 4台

見学ご希望の方は関谷（せきや）

館長まで事前予約を。
☎ 090-1989-7229

史跡についてのお問合せ

岐阜市役所 文化財保護課
〒500-8701 岐阜市司町40-1

TEL  058-214-2365
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衛星写真 Google Earthより
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－黒野城主加藤貞泰公没後400年記念誌－ 研究会
QRコード

どうする！貞泰
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